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現在の介護予防事業においては、フレイル高齢者や要支援者などのいわゆるハイリスク

高齢者への対応を行う必要性がある。本研究では、専門的な知識がなくても個々の状態

に応じた対策を実施できるようになるために、専門家による介護予防アルゴリズムの作

成とプログラム開発を行うことを目的とした。 

昨年度の本研究課題において、介護予防に関わる専門職（理学療法士、作業療法士、言

語聴覚士、保健師、管理栄養士、健康運動指導士）によるノミナルグループディスカッ

ションとデルファイ法より指導用アルゴリズムの作成を行った。その結果、運動アルゴ

リズム用 13 項目、栄養アルゴリズム用 11 項目が採用され、これらの項目をリスク管理

用、指導用に分類し、アルゴリズムを完成させた。 

今年度は、これらアルゴリズムに対応する運動および栄養プログラムを開発した。結果、

合計 46 種類のプログラムを作成し、それぞれアルゴリズムで判定される機能レベルごと

に対応させた。 

今年度作成したプログラムはいずれも、高齢者本人でも取り組める内容であり、介護予

防現場で広く利用することが可能と考えられる。 
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A．研究目的 
 

   昨年度の本研究課題において、介護予防現在、地域において、フレイル高齢者や要支

援者などのいわゆるハイリスク高齢者への対応を行う必要性がある。もちろん、各事業に

専門職を配置して、個々の状態に応じた適切な予防・改善策がとられることになるが、人
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員不足や経験不足などによって十分な対策に至らないようなケースも認められる。また、

そもそも専門職が不在な自主グループやサロン活動などの住民主体の介護予防活動場面に

おいては、個々の状態に応じた適切な予防・改善策の提供は困難である。 

 そこで本研究では、専門的な知識がなくても個々の状態に応じた対策を実施できるよう

になるために、専門家による介護予防アルゴリズムの作成および運動・栄養のプログラム

開発を行うことを目的とした。ここでの目標は、あくまで非専門家や高齢者本人でも簡便

にチェックできるようなアルゴリズムの作成と、それに対応するプログラムの開発であ

る。 

に関わる専門職（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、保健師、管理栄養士、健康運動

指導士）によるノミナルグループディスカッションとデルファイ法より指導用アルゴリズ

ムの作成を行った。その結果、運動アルゴリズム用 13 項目、栄養アルゴリズム用 11 項目

が採用され、これらの項目をリスク管理用、指導用に分類し、アルゴリズムを完成させ

た。そのため本年度は、アルゴリズムに続くプログラム開発を実施した。 

 

B．研究方法 

 本研究は、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、保健師、管理栄養士、健康運動指導士

といった介護予防に関わる専門職によるノミナルグループディスカッションにより実施し

た。 

 介護予防に関与している理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、保健師、管理栄養士、健

康運動指導士の計 15 名が対象となった。介護予防を目標とした運動および栄養の対策とし

て、高齢者自身で取り組めるプログラムを列挙し、それぞれのプログラムの意義を整理し

た。その上で、協議により重複するような内容や不要と思われる内容を決定し、必要なプロ

グラムを選定した。さらに、作成した各プログラムが、どのような機能レベル（昨年度作成

したアルゴリズムを用いて機能分類）の高齢者に必要となるのかを検討した。 

 

C．研究結果 

 最終的に、バランストレーニング 11種類、敏捷性トレーニング 3種類、下肢の筋力トレー

ニング 16種類、体幹の筋力トレーニング 3種類、ウォーキング 2種類、口腔トレーニング 7

種類、栄養改善のアドバイス 4種類の計 46種類のプログラムを作成した。さらに、各機能レ

ベルに対応させる形で、アルゴリズムの結果と本プログラムを連結させた。 

 

D.考察 

 運動プログラム、栄養プログラムともに、高齢者本人でも取り組める内容であり、介護予
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防の現場でも広く利用可能なものと考えられた。特に運動内容は、バランス、敏捷性、筋

力、持久力など包括的な内容となっており、介護予防現場での活用が期待される。しかし、

これらの有用性については十分に検討が行えておらず、次年度に予定している介入研究によ

って有用性の検討を実施する予定である。 

 

E．結論 

 介護予防に関与している理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、保健師、管理栄養士、健

康運動指導士といった専門職により、運動および栄養のプログラムを作成した。これらのプ

ログラムは高齢者本人でも取り組める内容であり、介護予防現場で広く利用することが可能

と考えられる。 
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